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 要  旨 
近年 Web 上での仮想組織の活動が活発になっており，Web 空間でどのような活動が行われて
いるかを調べることが重要となってきている。また、個人や状況に応じて情報をパーソナライズ
して調べることが重要である。著者らの研究室では、多様な分析視点から Web 空間内のコミュニ
ティマイニングを行う課題を支援することを目的として、データキューブモデルに基づいている
「アイテムセットキューブ」を提案してきた。このシステムは、Web 空間構造分析でいうコア(完
全 2 部グラフ)を高頻度アイテムセットとして求めることを基本として、多次元制約に応じたコア
を求めて、それに基づいたコミュニティ構造を答えとして返すデータベースシステムである。こ
こで多次元制約というのは、コア分析のために用意する制約条件であり、本システムは「From
型制約」、「To 型制約」と時間軸合わせて 3 次元のデータキューブモデルを提供している。 
本論文では、先ず From 型制約に対するアイテムセットキューブのロールアップ演算の追加実
験をした。そして、To 型制約上のロールアップに対応する問い合わせに対する効率的な応答法を
提案し、実験した。最後に、From 型制約に対する効率的な応答法と To 制約に対する効率的な応
答法に基づいて、From(A or B) And To(A or B)のような From/To 型制約の組合せの問い合わせに
対する計算法を述べ、多次元的な Web 空間分析データベースシステムを実現した。 
To 型制約に対する効率的な応答法は「フィルタリング法」と「マージ法」がある。 
To 型制約に対する「フィルタリング法」は、既に実体化されている制約なしのコア集合から、
与えられた制約を満たすコアを選び出す応答方法である。フィルタリング法は、実体化の再計算
を全くしないので、速く応答することができる。 
一方、To 型制約に対する「マージ法」は、制約の組合せを構成する単一的な制約をそれぞれ満
たすコア集合をあらかじめ求めておき、問い合わせが与えられた時に制約の組合せを満たす一部
たりないコアを加えて、その合計を答えとする応答方法である。「マージ法」は、To 型制約の
Pruning 処理で一部足りないコアを構成するリンクレコードしか実体化の計算対象にしてないの
で、実体化の負担が軽くて、計算不可の状況もなく、時間的にも効率的に応答できる。従って、
より細かい Web 空間分析の場合「マージ法」は適切である。 
最後に、From(A or B) And To(A or B)のような From/To 型制約の組合せの実験方法を述べて、
UEC の 05 年 Web 空間における分析実験で b=12 の時でも極大コア計算時間を 10 秒以内に行う
ことを確認した。 
